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子こ

　
供ど
も

クリスチャン・B，7才
さい

（オランダ，北
きた

ホラント）

今
こ

年
とし

の初
はじ

め，よく一
いっ

緒
しょ

に本
ほん

を読
よ

んだ
り，物

もの

語
がたり

を書
か

いたりしている友
とも

達
だち

が，
がっかりしながら教

きょう

室
しつ

に来
き

ました。算
さん

数
すう

の問
もん

題
だい

で間
ま

違
ちが

ってしまったのです。「わた
しは役

やく

立
た

たずなの」と友
とも

達
だち

が言
い

いました。
ぼくは友

とも

達
だち

のことを心
しん

配
ぱい

して，イエス様
さま

のことやイエスが
どのようにわたしたちを愛

あい

しておられるかを話
はな

しました。だ
から，ぼくたちは役

やく

立
た

たずではないということを話
はな

しました。
それから，彼

かの

女
じょ

のために「神
かみ

の子
こ

です」を歌
うた

いました。友
とも

達
だち

はそれがとても気
き

に入
い

って，どこでそんなことを習
なら

ったの

かを聞
き

いてきました。ぼくは，家
か

族
ぞく

で毎
まい

週
しゅう

教
きょう

会
かい

に行
い

ってい
て，初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

でイエス様
さま

についてたくさん学
まな

ぶことを話
はな

しま
した。
その夜

よる

，友
とも

達
だち

はその日
ひ

話
はな

したことをお母
かあ

さんに伝
つた

えて，自
じ

分
ぶん

たち家
か

族
ぞく

も，ぼくの家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

に教
きょう

会
かい

に行
い

ってもいいか
どうか聞

き

きました。すると，友
とも

達
だち

のお母
かあ

さんは行
い

ってもよい
と言

い

ってくれました。
その日

にち

曜
よう

日
び

，友
とも

達
だち

は聖
せい

餐
さん

会
かい

でぼくのとなりにすわりまし
た。今

いま

，友
とも

達
だち

はほとんど毎
まい

週
しゅう

教
きょう

会
かい

に来
き

ています。友
とも

達
だち

とそ
の両

りょう

親
しん

は，宣
せん

教
きょう

師
し

やワードの会
かい

員
いん

からイエス・キリストの福
ふく

音
いん

について，もっともっと学
まな

んでいます。
ぼくは，救

すく

い主
ぬし

のもはんにならって，悲
かな

しんでいる友
とも

達
だち

を
なぐさめることができて，とてもうれしいです。友

とも

達
だち

の家
か

族
ぞく

がバプテスマを受
う

ける決
けっ

心
しん

をしてもしなくても，何
なに

よりもすば
らしいことは，神

かみ

様
さま

とイエス様
さま

が，何
なに

があっても彼
かの

女
じょ

のことを
愛
あい

しておられることを彼
かの

女
じょ

が知
し

っているということです。■

何
な に

が 

イ
ラ
ス
ト
／
マ
イ
ク
・
デ
ィ
ー
ズ

あっても！

14753_TMP_75_NoMatterWhat_JPN.indd   75 2018/07/25   8:07:33


